
２０１８年度 年主題〈イエスさまとともに生きる～愛の交わりの中で〉
1･2歳児９月主題 ｢はずむ｣ 3･4･5歳児９月主題 「弾む」

月のねがい 月のねがい

◎保育者と一緒に今を感謝し、まわりの人や友だち ◎私たちの平和な日々を感謝し、神さまの望まれる平和の大切さを共に考え、祈る

のために祈る ◎これまでの遊びに加え、夏の経験からの遊びが始まり、試したり相談

◎いろいろなことに関心を示し、自分で試そうとする したりしながら友だちの関係が広がる

◎移りゆく季節に目をとめたり、耳をすます ◎空・星・虫など自然の変化に興味をもち、友だちと思いを通わせながら

関心を深める

夏休みの終わりに、保護者の有志の方々による「お

やぢ保育」行われました。３歳以上の子どもたちが２０人

ほど集まり、ソーメン流しやゲームを楽しんで、しばらく

の時間を過ごしました。中でも、絵本の読み聞かせは子

どもたちには勿論のこと、お父さん方にも貴重な経験と

なったようです。

持ってきてくれた絵本は[トマトさん]（作：田中清代

福音館書店）でした。子どもたちは、お父さんが読んで

くれる絵本がうれしくて、初めのうちはソワソワ、ガヤ

ガヤしていたのですが、ページがめくれていくうちに、

絵本の世界に引き込まれ始めました。読んでくださるお

父さんの口からこぼれてくる言葉一つ一つを楽しみ始

めました。

たいようがぎらぎらとてって あつくてたまらない

ころころ ぽっちゃん！ とすずしそうなおと

ぶくぶく ぷっくり。「ああ、つめたい。なんて気持

ちいいんだろ」・・・ （本文の抜粋）

特に今年は、子どもたちも暑い経験や、水遊びの気持ち

のいい経験もしてきてのこと。絵本の文と子どもたちの

実体験が重なり、共感を深めながら絵本を楽しむこと

ができたのだと思います。

ほんの少しの時間で

も、心をかよわせる豊か

な時間を過ごすことは、

とても素敵だなと改めて

知ることでした。

園長

今月の聖句 「 平和 をつ く る も の は幸いで す 。 」 ﾏﾀｲ5:9
わたしは幼少のとき、日本がアメリカ・イギリス・フランス・オランダ・中国を敵に回し、戦

争した時に育ちました。実に無謀な戦争でした。出征軍人はその戦場で弾薬不足・食料不
足の中に無残に死んでいきました。昭和２０年ともなると、日本のいたるところで空襲を受
け、多くの非戦闘員が焼死または爆死しました。また、私は長崎県小浜市で原爆に会いま
した。大きな火の玉が空いっぱいに広がり逃げることの限界を知りました。幸い一命をとり
とめ、今日に至っております。「わたしの命は神様から頂いた命」と感謝しています。だか
ら、誰よりも「戦争はだめ！」「平和を作ろう！」と叫んでいます。日本は1945年、今から73
年前の敗戦によって今日の平和を頂いているのです。
平和を創るには、他者と話し合い、協力しなければならないことは勿論ですが、これが
難しい。他者が納得して同調してくれればの話です。同意を得られる場合は皆無です。最
終的には争うか、折れるかは自分個人の決断の問題にかかってきます。自分がまず、敗
ける者となる。もっと言えば、権利を主張せず、進んで損をする勇気を持つことです。自分
の利益・自国の国益を優先させると平和は絶対築けません。自分が損をする、自分が傷
つく、自分が殺されてもよいという覚悟さえ定まれば、戦争は起きないでしょう。「失う者は
それを得、得ようとする者はそれを失う」のです。「負けるが勝ち」ともいわれます。幼子た
ちに、この真理を学んでもらいたいものです。神仏に帰依し、心が平安になり、自分
のうちにまず平和が築かれることが肝要です。 前理事長 池田公栄
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心と体に優しい生き方 方法①ハーブ療法

～私は私が食べたものでできている～ ハーブは料理やハーブティ、香り(アロマ・ポプリ・お香)など様

ハーブは人の生活に役立つ植物のことで、「香草」「薬草」と訳さ 々な用途で楽しむことができます。「ペパーミント」は夏の入浴剤

れます。人の体にもともと備わっている自然治癒力を高めることが にも最適で、お風呂に浮かべるとヒンヤリした清涼感とすっきりし

知られ、私たちの身体全体に作用するため、健康維持や健康増 た香りが心と身体をリフレッシュさせてくれます。夏バテした胃腸

進に活用されています。自然治癒力とは私たちが生まれながらに には「レモングラス」のハーブティもお勧めです。レモンのような

して持っている心身の病気や怪我を治す力のこと。ハーブの利用 優しい香りと味の良さに加え、栄養の消化吸収を高める役割もし

することで、心も含めて私たちの身体全体のバランスを維持してく てくれます。午後～夜にかけては癒しのハーブ「ベルベーヌ」とミ

れます。 ックスすると心にも優しく作用します。心の癒しには「パッションフ

漢方では医を上・中・下に分け「上医は未だ病まざるものの病を ラワー」や「リンデン（西洋菩提樹）」もお勧めです。秋にかけて

治し，中医は病まんとするものの病を治し，下医はすでに病みた は、日照時間が短くなるため体内リズムが崩れやすくなるので

る病を治す」としています。自然治癒力を高め、病を予防できると 「セントジョンズワート」を摂っておくと、恒常性を保ちやすくなりま

いう意味ではハーブは上医とも言えるでしょう。 す。等々…ハーブは私たちの“味覚”“嗅覚”“触覚”を満たし、心

と体全体に作用して、自分を取り戻す手助けをしてくれます。

興味のある方は一緒に体験したいですね。

心理士 木口屋恵子

利用料見直しのお知らせ

現在の利用料額は，H28.1~12
期の所得額によって算定され
ております。H29.1~12 期の市
民税額における階層の変動に
伴い，市による利用料の見直
しが行われます。９月分より
保育料が変更になる世帯もあ
ります。利用料決定通知書を
配布致しますのでご確認下さ
い。
なお，利用料についての質

問等は市福祉事務所・子育て
支援係へお願いします。

新採用職員紹介

８ 月から保育教諭

として加わりました

前田麻貴です。主

にめぐみ組で小さい

お友だちの担当をし

ます。どうぞよろし

く お願いします。

１０月の行事予定

2日(火) 就学時健診

6日(土) 第 61回大運動会
7日(日) 市民体育祭(５才児)

8日(月) 運動会予備日

9日(火) 振替休日(１号)

17日(水) 秋の遠足(３才以上児)

19日(金) おにぎりパーティー

25日(木) 秋の遠足(０･１･２才児)

27日(土) 誕生会(０･１才児)

９月の行事予定

3日(月) 二学期始園日(1号午前保育)
6日(木) 誕生会(2才以上児 9･10月生)

12日(水) 県・食育授業(４･５才児)
15日(土) おすもう大会(3～ 5才児)弁当の日
28日(金) 運動会予行・弁当の日


